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・淀川水系河川整備計画にも在来種を脅か
す対策の推進として位置づけられており、
天ヶ瀬ダムの貴重な自然環境、生物多様性
を保全することを目的とする。

１．はじめに

・ダム下流では、淀川本川において、例えば
イタセンパラの再生

・ダム上流では、琵琶湖において、外来種駆
除対策の促進

【淀川水系での取り組み】

【外来種対策の目的】
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２．天ヶ瀬ダム湖周辺の現状

・宇治川の天ヶ瀬ダムには、魚道が設置されていないため、河川を上流と下流に分断

・上流に、琵琶湖を抱えており，湖における国民の利用は多様である

・天ヶ瀬ダムは、渓谷の中に存在するが、琵琶湖の下流に位置し、ダム湖周辺の環境は琵
琶湖の影響を受けている

【天ヶ瀬ダム「河川水辺の国勢調査」でも、外来種を確認】

オオクチバス ブルーギル カワヒバリガイ

ミシシッピアカミミガメ ヌートリア アレチウリ
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外来種は増加傾向にある。

魚類層経年変化

在来種が減少傾向 → 外来種が増加傾向

ミシシッピアカミミガメ
ウシガエル経年変化

２．天ヶ瀬ダム湖周辺の現状
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室生ダム

青蓮寺ダム
布目ダム

高山ダム

天ヶ瀬ダム

日吉ダム

比奈知ダム

一庫ダム

淀川河川事務所作成資料

ヌートリア確認

■天ヶ瀬ダム周辺でアライグ
マ（特定外来生物）およびハク
ビシン（外来種）を初めて確認
■天ヶ瀬ダム湖内において
ヌートリア（特定外来生物）の
目撃情報

淀川水系におけるヌートリア確認状況（平成23年度河川水辺の国勢調査）

２．天ヶ瀬ダム湖周辺の現状



３．外来種の環境への影響

・ダム湖内では、ダム管理としては大きな影響は見受けられ
ない

・但し、琵琶湖から流下した外来種が、ダムの放流で、下流
に移動 → 宇治川、淀川本川への移動

・2000年には、宇治川に棲息するオイカワやコウライモロコ
等の魚類が、カワヒバリガイ（底生動物）を媒介とした寄生
虫により大量衰弱するという事例が発生

宇治川におけるメタセルカリアの生活環

（出典：京都府海洋センター季報第75号「府内河川にお
ける外来寄生虫の侵入」,平成15年3月,京都府立海洋セ
ンター）
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・漁協及び有識者へのヒアリング

【漁協】

①「オオクチバス、ブルーギル、カワヒバリガイ」が多く生息

②広いダム湖内での駆除対策は難しいのではないか

【有識者】

①植物は、乾湿に強い特定外来種の可能性を念頭に置い
ておく

③カワヒバリガイは、現状では難しいと考えている

④外来種の利活用を含めて検討することで、地元の協力も得られる

②魚類の駆除対策として、人工産卵床の設置が考えられる



外来種の抽出

天ヶ瀬ダムおよび上下流域に分布する
外来種の抽出

外来種の抽出

天ヶ瀬ダムおよび上下流域に分布する
外来種の抽出

対策の必要性を検討する種の抽出

法令等にもとづく指定種およびリスト
掲載種から、対策の必要性を検討する

種（対策必要種）を抽出

対策の必要性を検討する種の抽出

法令等にもとづく指定種およびリスト
掲載種から、対策の必要性を検討する

種（対策必要種）を抽出

「対策対象種」の抽出

対策の効果を、種や主体により総合的
に判断し、外来種対策の対象種「対策

対象種」を選定

「対策対象種」の抽出

対策の効果を、種や主体により総合的
に判断し、外来種対策の対象種「対策

対象種」を選定

現状の課題と整理

天ヶ瀬ダムにおける種の現状や、天ヶ
瀬ダムで想定される外来種対策につい

て、既往資料をもとに整理

現状の課題と整理

天ヶ瀬ダムにおける種の現状や、天ヶ
瀬ダムで想定される外来種対策につい

て、既往資料をもとに整理
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◆「特定外来生物による生態系等に係る被
害の防止に関する法律」に基づく「特定外来
生物」

◆「滋賀県ふるさと滋賀の野生動植物との
共生に関する条例」に基づく「指定外来種」

◆「京都府外来生物リスト」掲載種のカテゴ
リー「被害甚大種」に区分される種

選定基準

（選定フロー）

平成２４年に天ヶ瀬ダム湖における外来種駆除計画を作成

A「種の影響度」

B「早期発現性」

C 「実行可能性」

【280種】

【４８種】

【１３種】

４．外来種対策計画

選定基準
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評価項目および評価基準の選定 対策対象種の選定評価

４．外来種対策計画



9カワヒバリガイ

４．外来種対策計画
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外来アゾラ

４．外来種対策計画

対象外来種１３種の中から２１の直接対策候補の内、１０の方法の対策を行う。

実施対策

実施済

巡視時実施
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巡視時に携帯する「外来種監視の巡視ためのマップ」を作成 表面

５．外来種マップ



１２１２12

裏面
５．外来種マップ
「外来種マップ」には巡視時の観測位置の詳細等を明記
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表面

５．外来種マップ
季節により監視項目が変わるため季節別の「カレンダーマップ」を作成
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裏面
５．外来種マップ
巡視時に記入する地点別調査票を作成
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■捕獲カゴによる駆除実験
(誘因餌をいれ、捕獲駆除)

○外来魚駆除実験結果
・人工産卵床についてはダム放流時に流出
・刺し網・投網については取扱が難しく、捕獲できず
・捕獲カゴついては、稚魚も捕獲駆除でき、比較的有効な方法であることを確認

【外来魚駆除（直営による駆除）】

○外来魚駆除実験
平成21年度より試験的に人工産卵床・捕獲カゴ・刺し網・投網・タモ網により外来魚駆除実
験を実施

６．外来種対策の実施

○外来種駆計画
実験結果を受けて平成24年度より捕獲カゴによる外来魚駆除を実施

オオクチバス、ブルーギル、オヤニラミ（カゴによる捕獲数） （匹：捕獲数）

年度 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26

捕獲数 合計 合計 合計

種類 バス ギル その他 バス ギル その他 バス ギル その他

計 32 154 21 7 17 2 28 17 2



■ヌートリア目撃情報 ■天ヶ瀬ダム堤体下流でのヌートリア進入防止策

・一方、2013年及び2016年に大津市曽束地区で、目撃情報が有り、大津市により捕獲器を設置し、2013年・2016年共
に各１匹捕獲

ダム湖上流等での目撃情報を受け、平成２３年度に琵琶湖への侵入防止対策を実施

６．外来種対策の実施
【ヌートリア】
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【情報発信・情報共有】

住民

ダム管理者

滋賀県自然環境保全課

ヌートリア発見

６．外来種対策の実施

大津市による捕獲状況（2016年）＜ホームページのURL＞
http://www.kkr.mlit.go.jp/yodoto/nutria.html

■ヌートリアの情報提供の取り組み

・一般住民から，ヌートリアの目撃情報の提供

・事務所HPへ掲載し，住民等への情報提供

・関係自治体とも情報交換をする体制



（１）現在の活動への限度

・現在は，職員自らが天ヶ瀬ダム湖内を中心に、「カレンダーマップ」を活用して監視や
駆除を実施

→ マンパワー的に限られた範囲での活動

・管理者だけでなく，一般住民との協働による，管理・監視体制が必要と考えられる．そ
のためには，お互いの認識の共有が不可欠

（２）関係行政・専門団体との連携

・管理者及び一般住民の外来種に対する専門的な認識には，非常に限られている状況

→ 専門知識への認識が不十分

・環境の行政部門，生物の専門家による情報の提供

・関係行政・専門団体との連携が，不可欠

７．今後の課題
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・現在の取り組みは，管理者による監視・駆除体制を実施している状況であり，また，活動範囲も
広大なことも有り，活動にも限度

・管理者だけでなく，一般住民及び行政・専門分野の活動家との協働

・役割分担を図る「仕組みづくり」の構築

・管理者だけでなく，関係機関や住民・住民団体と連携しながら駆除等の対策を推進していくこと
が，「淀川河川整備計画」でも示される

８．まとめ
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ご静聴ありがとうございました。

以上で、発表を終わります。
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